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一 般 質 問 秋 水 会 赤 坂 光 一

１ 人口問題について

(1) 本市のこれまでの少子化対策及び人口の社会増の取り組みについて、

その成果をどのように評価し、課題をどうとらえているのか、また、

今後どのように取り組みを進めていくのか

(2) 本市において、関係人口の創出をどのように考えているのか

２ まちづくりについて

(1) 市長は若者が住み続けたくなるまちをどのようにイメージしている

のか

(2) 市民が将来の県都秋田を明確にイメージできるよう、第２期秋田市

中心市街地活性化基本計画で目指すまちについて、ハード及びソフト

事業をわかりやすくＰＲすべきと思うが、現状と今後の取り組みはど

うか

(3) 山王・八橋地区のまちづくりについて

ア 八橋運動公園内にあるスポーツ施設の建てかえに際しては、施設

単独で考えるのではなく、同公園全体の再整備計画を策定する考え

はないか

イ 秋田市文化会館の解体計画やその後の土地利用について、具体的

な検討は進んでいるのか

ウ 両地区のまちづくりについて、県・市が連携して中・長期的な構

想を策定する必要があると思うがどうか

(4) 新スタジアムの整備等について

ア 新スタジアムの整備に当たり、市として、どのようなまちづくり

を目指すのか、また、サッカー競技以外に、どのような機能を持っ

た施設にすべきと考えているのか

イ 新スタジアムの整備候補地として、本市が求める条件は何か、ま

た、外旭川地区を検討する場合、商業施設を含む複合施設や卸売市

場との一体的な整備を前提に検討するのか
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３ 若者等の意見を市政に取り込む仕組みづくりについて

(1) 次期秋田市総合計画及び次期秋田市まち・ひと・しごと創生総合戦

略において、若者及び女性の意見をどのような手法で集約し、どのよ

うに施策に反映するのか

(2) 市内の高校生・大学生がまちづくりに参画する事業を展開する考え

はないか

４ 公共交通について

(1) 第２次秋田市公共交通政策ビジョンに掲げるバスの円滑な乗り継ぎ

の確保について、これまでの取り組みはどうか、また、乗り継ぎ割引

など、料金体系の見直しについて、交通系ＩＣカードの導入に向け、

バス事業者とどのような検討を行っているのか

(2) 山王地区へのバスターミナル設置など、バスの乗り継ぎしやすい環

境を整備し、新たなバス路線網への見直しを市とバス事業者において

協議してはどうか

５ 災害時の対応について

(1) 令和元年10月に宮城県丸森町に派遣した緊急消防援助隊の経験は、

本市の今後の災害時の対応を検討する上で貴重なものと考えるが、消

防署所や消防団にどのように伝えているのか、また、その経験から本

市の災害時の対応に関する課題等をどのように見出し、今後にどう生

かすのか

(2) 本市のため池について、安全性の調査及び補強は行われているのか、

また、ため池が決壊した場合の対応を地域住民に情報提供すべきでは

ないか

(3) 平日の豪雨時に自主防災組織がとるべき行動について、周知が図ら

れているのか



- 3 -

一 般 質 問 市 民 ク ラ ブ 安 井 誠 悦

１ イージス・アショアについて

(1) イージス・アショアの配備候補地について、今定例会初日に市長か

ら「新屋演習場は候補地からは除外されるものと考えている」との説

明があったが、この問題を予断を持って取り扱うことの危険性はない

か、また、イージス・アショアの本市への配備は、秋田が日本の国益

に最大限貢献するチャンスととらえる考えはないか

(2) イージス・アショア配備による国からの国有提供施設等所在市町村

助成交付金（基地交付金）及び再編交付金と同様な交付金について、

国の考えを提示させる必要があると思うがどうか

２ 一般廃棄物収集運搬業について

(1) 本市で新規に一般廃棄物収集運搬業の許可をしていない現状と、廃

棄物の処理及び清掃に関する法律第７条第５項にある許可要件との整

合性をどう説明するのか

(2) 現在の一般廃棄物収集運搬許可業者は、廃棄物の処理を混乱なく達

成し、計画実現を図るという本市の策定した一般廃棄物処理計画にお

ける目的に、どのように適合しているのか

(3) 市民ニーズにこたえるため、例えば、遺品整理や引っ越し業者、建

物解体業者などに対して一般廃棄物収集運搬業の限定許可を行う考え

はないか

３ 新スタジアムの整備について

(1) 新スタジアムの整備においては、官民連携を柱として位置づけた上

で、事業方式・資金調達手法及び工法や設備の技術革新など、世界的

な例も研究しつつ、これまでの概念にとらわれない新たな連携や技術

をも研究・検討していく必要があると思うがどうか

(2) 新スタジアムの整備に、地方創生応援税制（企業版ふるさと納税）

を活用することはできないか


